
seca 833/835



2

1. ご購入あ りがと う ございます

この度は、 高精度で しかも堅牢な電子ベ
ビースケール seca 833/835 をご購入い
ただきま し て、 誠にあ りがと う ございま
す。
150 年以上にわたる歴史を も って健康に
貢献するセカ社は、 世界各国において測
定器の ト ッ プ メ ーカーと し て、 計量と測
定の分野に革新的な発展を もたら し、 新
し いス タ ン ダー ド を推進 し て き ていま
す。

電子ベビースケール seca 833/835 は、国
内の基準に則し て、主と し て病院、医院、
養護施設で使用されている ものです。
本体重計に よ っ て、 誕生時の体重の測
定、 及び発育期の体重の増加をチ ェ ッ ク
する こ とができます。
本体重計は第 IIII 級を基準にし て検定さ
れています。

2. 安全にご使用いただ く ために 

• 取扱い説明書の注意事項にご注意 く
だ さい。

• 取扱い説明書はな く さ ないよ う 保管
し て く だ さい。

• 乳幼児を体重計に載せたま ま で放置
する こ とは、 絶対にさけて く だ さい。

• 体重計が安定 し た平ら な床の上に置
かれているかを確認し て く だ さい。

• 体重計を落下させた り、激し く 衝突さ
せた り し ないで く だ さい。

• 指定 さ れた タ イ プの乾電池のみを ご
使用 く だ さい （3 頁の 《電力供給》 参
照）。

• 修理の際は、必ず専門の資格を も った
担当者に依頼し て く だ さい。

• 管理・点検と再検定を規則的に実施し
て く だ さ い （8 頁の 《保守 ・ 再検定》
参照）。
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3. ご使用の前に

電力供給
本体重計の電力供給は乾電池によ り ます。 LCD 表示は電力消費が少な く てすみ、 一組
の電池で 1 万回の測定が可能です。 デ ィ スプレ イに または が表示され
た場合は、 乾電池を交換し て く だ さい。 単三乾電池 1.5 V が 6 本必要です。

– まず ト レ イ をはずし て、体重計の本体
の下側が上にな る よ う 静かに反転 さ
せて く だ さい。

– バッ テ リー収納部の蓋を開けて、付属
の乾電池を プ ラ ス極 と マ イ ナス極の
正しい方向に入れて く だ さい。

正しい極の位置に注意し て く だ さい。

– 蓋を取付けてバ ッ テ リ ー収納部を閉
じ て く だ さい。

4. 体重計の設置 

– 体重計の本体を、安定し た平らな床の
上に置いて く だ さい。それから図のよ
う に ト レ イ を体重計の本体上に置き、
カ チ ッ と 嵌る まで前の方にス ラ イ ド
させて く だ さい。解除ボタ ンが ト レ イ
の上辺に接し ます。
ト レ イは本体に装着されま し た。
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– ト レ イ を取外す時には、解除ボタ ンを
強 く 押 し て ト レ イ を後方に引いて く
だ さい。

5. 操作方法

正しい測定
– 重量がかかっ ていない状態で体重計

の開始キーを押し て く だ さい。
デ ジ タ ル 表 示 に は 、 、

と順に表示されます。 そ し て体
重計が自動的にゼロ設定になる と、測
定が可能です。

– 乳児の体重測定 : 乳児を体重計の ト レ
イに載せて く だ さい。 乳幼児ができる
だけ静かに横たわる よ う に し て く だ
さい。

– 立つこ とができる幼児の体重測定 : 説
明にある よ う に体重計か ら ト レ イ を
取外し て く だ さい。 体重計本体の下部
が安定 し て置かれる よ う 注意 し て く
だ さい。 幼児が体重計の上に静かに立
つよ う にし て く だ さい。

– デジ タ ル表示部の測定結果を読み取
り ます。
重量が体重計の最大計量を超え ない
よ う にご注意 く だ さい。

– 体重計のスイ ッ チを切る時には、 開始
キーを も う一度押し て く だ さい。
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自動オフ / 省エネモー ド
体重計は開始キーを押し てから約 20 秒間、 測定が可能です。 測定が行われる と、 約
2 分間測定値が表示されます。 その後、 体重計のスイ ッ チは自動的に切れます。

風袋引きの体重表示 （風袋引き） 
風袋引き機能は、 追加の重量 （体重計に載せられた布類、 マ ッ ト など） を測定値に加
えないよ う にする時に便利な機能です。 以下の手順で測定し て く ださい。

– 追加の重量をまず体重計に載せ、保持
/ 風袋引きのキーを長 く 押し て風袋引
き機能を作動させて下さい。体重計の
目盛は 《0》 を表示し ます。 普通に体
重測定を始める こ とができます。

– この追加の重量を伴 う測定を、このま
ま続けて行 う こ とができます。

– 風袋値は 保持 ・ 風袋引きキーを も う
一度押すか、または体重計をオフにす
る こ と で取消されます。

重要！追加の重量は測定域 1 では 10kg、
測定域 2 では 20kg （833 型）、 または測定
域 1 では 20kg、 測定域 2 では 50kg （835 型） が最大です。 表示が可能な最大秤量から
は、 風袋引きを し た物の重量が差引かれます。

体重値の表示固定 （保持機能）
測定された体重値の表示を、 体重計から降り た後も保持する こ とができます （保持）。
この機能によ って、 まず乳児の世話をすませてから体重を記録する こ とができます。

– 測定し ている状態で保持 / 風袋引き
キーを軽 く 押し て く だ さ い。 その際、
安定し た体重が測定されるまで、表示
が点滅し ます。 その後、 測定値の表示
は固定し ます。 
測定値は、保持機能が自動的に切れる
まで表示されます。

– 保持･風袋引きキーを再び押す と保持
機能を取消すこ とができます。

参考 :

保持機能と風袋引き機能は、 同時に利用する こ と もできます。
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差異表示機能の利用
この検定外の機能によ り、 各回の測定値を保存し て増減を比較する こ とが可能です。
例えば、 乳児が飲んだ ミ ルクの量や、 前回の体重値からの増加を表示によ って確認す
る こ とができます。

– 体重値を保存するには、測定を終えて
から メ モ リのキーを約2秒間押し て く
だ さ い。 のイ ンデ ィ ケー タ ーが
表示されます。 体重値は保存され、 体
重計のス イ ッ チ を切っ た後も消去 さ
れません。

– 次回に測定する と きに、 メ モ リキーを
軽 く 押す と デ ィ スプ レ イは差異値を
表示し ます。これは現在の測定値から
前回保存 さ れた測定値を差 し 引いた
差異です。

差異表示の機能が作動 し て い る間、
デ ィ スプレ イには  が表示されま
す。

– メ モ リキーを再び軽 く 押すと、機能が
取り消されます。

参考 :

新しい測定値が保存される と、 前回保存
された測定値がオーバーラ イ ト されます。

重量のかかっていない体重計で差異表示機能が作動する と、保存された測定値はマイ
ナス値で表示されます。

測定域の切替え
セカ社の seca 833/835 には、 選択可能な二つの測定域があり ます。 測定域 1 では最
大計量が低い代わり に、 高精度の測定表示が可能です。 測定域 2 では本体重計の最大
計量を最大限活用し ていただけます。 利用の際に、 高精度の測定表示か、 または最大
計量の可能性のどち らかをお選び く だ さい。
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– 緑の開始キ ー を 押 し て 体重計の ス
イ ッ チ を入れて く だ さ い。 体重計は
まず、最終回に選択された測定域で作
動し ます。

– 測定域を切替えるためには、 キー
を押し て く だ さい。

– デ ィ ス プ レ イ のシ ン ボルマ ー ク のﾐ
>I1I< ﾐ 、またはﾐ>I2I< ﾐ は作動中の測定
域を表し ます。この設定は体重計のス
イ ッ チを切った後も変化し ません。

参考 ：

表示単位の小さい測定域 1 から、 表示単位が大きい測定域 2 への切り替えは、 測定中
の体重計でも可能です。 ただ し表示単位の大きな測定域 2 から小さい測定域 １ への切
替えは、 技術上の理由から体重計が使われていない場合のみに可能です。

6. ク リーニング

ト レ イ と体重計の本体を必要に応じ て湿らせた布で拭いて く ださい。磨き粉や刺激性
物質を含む洗剤、 アルコール、 ベンジンなどの溶剤は絶対に使用し ないで く ださい。

7. 測定ができない場合には ...

体重計に載せても表示が現れない ?

– 乾電池が正し く 入っているかを点検し て く だ さい。

が表示される ?

– 電池の容量が低下し ています。 近日中に新しい電池と交換し て く ださい。

が表示される ?

– 電池が消耗し ま し た。 新しい電池と交換し て く だ さい。

…  が表示される ?

– 最大計量の限界を越えています。体重計が故障を惹き起こ さ ないよ う に、重量を直
ちに取除いて く だ さい。
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8. 保守 / 再検定

国内の規定と基準に従って、 再検定が実施されるよ う にし て く ださい。 管理点検と再
検定は、 専門の資格のある担当員によ っ てのみ実施されなければな り ません。 また、
再検定は安全証票が損傷し ている場合には必ず必要です。 最寄のサービス店、 または
セカ社顧客サービス部にご連絡 く だ さい。

9. 技術仕様

製品寸法

奥行き 330mm

幅 550mm

高さ 165mm

製品重量 約 2.5kg

周囲温度 +10°C から +40°C
90/384/EWG 基準による検定 医療機器検定、 第 IIII 級

93/42/EWG(EC 医療機器基準 ) による医療機器 第 I 級

表示文字高 22mm

電力供給 乾電池

電流 約 30mA

Seca 833 型

最大秤量

測定域 1 10kg

測定域 2 20kg

最小表示単位

測定域 1 10g

測定域 2 20g

初回検定の精密度

測定域 1

0 ～ 0.5kg ± 5g

0.5 ～ 2kg ± 10g

2 ～ 10kg ± 15g

測定域 2

0 ～ 1kg ± 10g

1 ～ 4kg ± 20g

4 ～ 20kg ± 30g
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Seca 835 型

最大秤量

測定域 1 20kg

測定域 2 50kg

最小表示単位

測定域 1 20g

測定域 2 50g

初回検定の精密度

測定域 1

0 ～ 1kg ± 10g

1 ～ 4kg ± 20g

4 ～ 20kg ± 30g

測定域 2

0 ～ 2.5kg ± 25g

2.5 ～ 10kg ± 50g

10 ～ 50kg ± 75g
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10. 廃棄処分

測定機器の廃棄処分
体重計が使用されな く なった場合は、 管
轄の公共自治体の粗大ごみ処理の担当
部門から、 必要な措置についての指示を
得て く だ さい。

電池
消耗 し た電池は家庭ごみ と 一緒に捨て
ないで く だ さい。 環境保護のため、 近 く
の回収所に出すか、 または各公共自治体
の指示に従って く だ さい。 水銀 (Hg)、 カ
ド ミ ウム (Cd)、鉛 (Pb) を含有せず有害物
質の少ない電池を購入し て く だ さい。 
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11. 保証

材質または製品の欠陥については、 製品
が配送 さ れてか ら 一年間の保証期間が
適用されます。 乾電池、 コー ド、AC アダ
プ ター、 充電式電池などの可動の部品は
これにあてはま り ません。 保証が適用さ
れる欠陥は無料で修理されます。 その場
合、 領収書の提示が必要です。 この条件
にあてはま ら ない要求には応 じ ら れま
せん。 お客様の住所以外の場所からの運
送費は、 お客様の負担にな り ます。 運送
中に生じ た欠陥についての保証は、 運送

が完全な本来の梱包状態にあり、 製品が
本来のパ ッ キン グで保護 さ れて固定 さ
れていた場合にのみ通用し ます。 そのた
め、 梱包部材は全て保管し て く だ さい。 
seca 社から資格を与え られた担当者以
外に よ っ て器械内部があけ ら れた場合
の保証は負いかねます。
海外のお客様の商品保証のケースは、 製
品を お求めにな ら れた際の担当の店員
がう けたまわり ます。
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